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1 はじめに
X 線 CT (X-ray Computed Tomography) は，X 線源と検出
器を人体の断面に沿って回転させ，測定された X 線透過強度か
ら計算機によって物体の断面画像を再構成する医療画像診断装

































ントムはそれぞれ 4 つの密度パラメータ i (i = 1; 2; 3; 4) を持

















また，回転走査は 40 毎に行い，計 9 回 (以下，この回数を
ビュー数と呼ぶ) データとなる検出光子数を計測する．














集合法 [4] (以下，powell 法と呼ぶ) を用いる．
以下，推定密度パラメータの最適化における評価関数につい
て説明する．今，X 線光子数 Ip を照射した場合に測定される
投影データとして得られた i 番目の検出器における測定光子数
を xi とする．i(1  i  I) は検出器の番号を表す添字である．
ただし，回転角  の異なる投影データは独立に扱うため，投影
データの次元 i の最大値 I は，検出器の数とビュー数によって
定まる．また，測定投影データと同様に，仮想投影データ y()i














f i + xi log(i)g (1)
を評価関数とし，この値が最大となるパラメータへ最適化する．
ここで，シミュレーション投影逐次近似法のパラメータ推定
を行うためには，i を決定する必要がある．与えられた  に対
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図 4 EGS5 輸送シミュレーションによる X 線光子の飛跡
















得時に照射する X 線光子数 Ip = 1:0 105，仮想投影データ取
得時に照射する X 線光子数 Ir = 1:0 105，真の密度パラメー





図 4 は，EGS5 輸送シミュレーションによる X 線光子の飛跡









結果から，特に，推定密度パラメータ 3; 4 の提案法の収束
値が，従来法より真に近いことが判る．そこで，真の密度パラ
メータ i と収束時点での密度パラメータの推定値 i との誤差






(i   i)2 (3)
によって定量的に計算すると，従来法は Error = 1:553130，提
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500 回の試行から得られた推定密度 i を，推定密度 i 毎に
















対象物を想定する場合には，散乱線測定を導入した X 線 CT の
優位性を示すことができた．また，本論文のモデル体系におい
て，従来法の再構成精度を提案法と同程度の値にするためには，
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